
ご意見をお待ちしております。 ご意見、ご質問、ご感想などをお寄せください。皆様の声を、積極的に活かして
いきたいと考えております。 E-mail：alps2@lifeplan.or.jp

本書からの無断複写・転載を禁じます。
本誌は再生紙を使用しています。

協会への交通案内

●東京メトロ千代田線・日比谷線／霞ヶ関駅C4番出口より直結
●東京メトロ丸の内線／霞ヶ関駅B2番出口より徒歩3分
●東京メトロ銀座線／虎ノ門駅9番出口より徒歩3分
●都営地下鉄三田線／内幸町駅A7番出口より徒歩3分
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今
年
も
桜
の
季
節
が
や
っ
て
来
た
。
開
花
は
早
い
よ
う
だ
。
我
が
家
の
近
く
に
は
桜
並
木
が
あ
り
、
休
日
と
も
な
る
と

人
出
で
に
ぎ
わ
う
。
し
か
し
な
が
ら
昨
年
の
秋
に
老
木
が
数
本
、
幹
か
ら
切
ら
れ
今
年
は
雰
囲
気
も
少
々
違
う
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
私
は
毎
年
こ
の
時
期
に
自
宅
か
ら
近
所
の
遊
歩
道
を
約
２
時
間
程
度
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の

ト
ン
ネ
ル
や
山
桜
の
穏
や
か
な
雰
囲
気
、
近
郊
農
家
の
野
菜
の
出
店
な
ど
を
見
物
し
な
が
ら
心
の
中
で
は
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ

の
春
一
番
を
リ
フ
レ
イ
ン
し
「
ち
ょ
っ
と
気
取
っ
て
」
み
た
り
し
て
い
る
。
少
し
肌
寒
い
中
で
の
持
参
し
た
温
か
い
コ
ー
ヒ
ー
は

ま
た
格
別
だ
。
厄
介
な
の
が
花
粉
症
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
マ
ス
ク
使
用
で
予
防
に
は
効
果
が
大
き
い
こ
と
も
知
っ
た
。

　

近
ご
ろ
は
温
暖
化
の
せ
い
か
春
が
短
く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
季
節
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
に
大
い
に
楽
し
み
た
い
。

　

新
し
い
年
度
の
始
ま
り
。
満
開
の
桜
に
な
ら
っ
て
決
意
も
新
た
に
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

 

（
Ｔ
）

　　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
進
学
や
進
級
で
忙
し
い
時
期
か
と
思
い
ま
す
。
教
育
費
に

つ
い
て
は
公
的
支
援
も
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
学
用
品
の
準
備
や
塾
の
費
用
な
ど
子
ど
も
の
教
育
は
何
か
と
お
金
が

か
か
る
も
の
で
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、
子
育
て
世
代
に
向
け
た
教
育
費
に
関
す
る
記
事
、
こ
れ
か
ら
奨
学
金
を
借
り
よ

う
と
考
え
て
い
る
方
や
既
に
返
済
中
の
方
に
向
け
た
記
事
、
さ
ら
に
大
人
の
学
び
直
し
に
関
す
る
記
事
を
織
り
交
ぜ
て

お
届
け
し
て
い
ま
す
。読
者
の
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
、何
か
し
ら
お
役
に
立
つ
情
報
が
見
つ
か
れ
ば
幸
い
で
す
。（
Ｒ
）

人生のヒント
Vol.39

『�50歳からのプロティアン！
人生100年時代の
ライフデザインワーク』
鯖戸  善弘 著
[ 22世紀アート、 2021年11月
電子書籍　880円
ペーパーバック　1,725円
いずれもAmazonにて販売]

編集
後記

　元地方公務員の筆者は、定年退職後、キャリア•コンサルタン
トとしてワークショップ型のセミナー講師として活躍。以前

「ALPS」でも特集で取り上げた、世の中の変化に合わせて自分も
変幻自在に進化させていくというプロティアン•キャリアを軸に、
欧米の著名な学者の各種理論による筆者が日頃のセミナーで
実践しているワークの紹介をしている。具体的には、自己のキャ
リアデザインを描くなど９つのワークの紹介と実習、および作成
したデザインを行動に導くための４つのワークの紹介と実習だ。
　このワークを通じて読者は、自分のキャリアをより実践的に
分析でき、弱点を強みに変えてゆくポジティブな考え方を身に
つけることができる。筆者自身も自らワークを実践したうえで、
その感想と、どのように活用してゆくかについても述べている。
　私も実際にやってみて、これは良いなぁと思ったのはマインド
アップのワークだ。将来の自分について、お金、健康、家族、
地域、学び、趣味、仕事という切り口で、思いつくことや気にな
ることを樹形図のように連想してゆく作業だ。分野別に思考を
整理できる。是非、来年度のセミナーで私も実践してみたい。
　　　　　　　　　　                 （執筆：協会職員　丸 弘之）


